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第８回くまもと「水」検定 2 級試験問題 

 

平成 27 年度実施分 
 

選択式（2点×50問＝100点） 

 

問 1 

熊本
くまもと

地域
ち い き

（熊本市
くまもとし

を含
ふく

む 11市町村
しちょうそん

）の地下水
ち か す い

に関
かん

する説明
せつめい

として誤
あやま

っているのは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 熊本
くまもと

地域
ち い き

には約
やく

100万人
まんにん

が暮
く

らし、上水道
じょうすいどう

をほぼ100％地下水
ち か す い

でまかなっている 

イ 熊本
くまもと

地域
ち い き

には１年間
  ねんかん

に約
やく

20億
おく

立方
りっぽう

メートルの雨
あめ

が降
ふ

り、２分
ぶん

の１が川
かわ

となり、残
のこ

り２分
ぶん

の１が地下水
ち か す い

と

なっている 

ウ 白川中流域
しらかわちゅうりゅういき

の水田
すいでん

は通常
つうじょう

の水田
すいでん

に比
くら

べて5～10倍
ばい

も水
みず

が浸透
しんとう

しやすい性質
せいしつ

があり、ザル 田
でん（た）

と呼
よ

ば

れている 

エ 熊本
くまもと

地域
ち い き

には地下水
ち か す い

を含
ふく

めて豊
ゆた

かな水循環
みずじゅんかん

がある 

オ 地下水
ち か す い

は阿蘇
あ そ

外輪山
がいりんざん

西麓
せいろく

から熊本市
くまもとし

まで約
やく

20年
ねん

かけて流
なが

れてくると言
い

われている 

 

 

問２ 

地下水
ち か す い

を豊富
ほ う ふ

に蓄
たくわ

えられる熊本
くまもと

地域
ち い き

大地
だ い ち

の阿蘇
あ そ

火砕流
かさいりゅう

堆積物
たいせきぶつ

（ＡＳＯ
あ そ

１～４）は、４度
ど

の大
おお

きな噴火
ふ ん か

により

できました。この噴火
ふ ん か

は約
やく

何
なん

万
まん

年前
ねんまえ

に起
お

きたものでしょう。 

ア 約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

９万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて   イ 約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

12万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて 

 ウ 約
やく

27万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて   エ 約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

９万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて 

 オ 約
やく

14万
まん

年
ねん

前
まえ

から約
やく

12万
まん

年
ねん

前
まえ

にかけて 

 

 

問３ 

加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

が行
おこな

ったとされる主
おも

な治水
ち す い

・利水
り す い

事業
じぎょう

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 菊
きく

池川
ち が わ

水系
すいけい

 － 瀬
せ

田下
た し た

井手堰
い で ぜ き

  イ 白川水系
しらかわすいけい

 － 江津塘
え づ ど も

    ウ 白川水系
しらかわすいけい

 － 鼻
はな

ぐり井手
い で

 

 エ 緑川
みどりかわ

水系
すいけい

 － 萩原堤
はぎわらづつみ

     オ 球磨
く ま

川
がわ

水系
すいけい

 － 横島石塘
よこしまいしども

 

 

 

問４ 

水前寺成趣園
すいぜんじじょうじゅえん

の「成趣園
じょうじゅえん

」の名
な

は、陶淵明
とうえんめい

の詩
し

「帰去来辞
ききょらいのじ

」からつけられました。名
な

づけたのは誰
だれ

でしょう。 

 ア 細川
ほそかわ

藤
ふじ

孝
たか

  イ 細川
ほそかわ

忠
ただ

興
おき

  ウ 細川
ほそかわ

忠
ただ

利
とし

  エ 細川
ほそかわ

綱
つな

利
とし

  オ 細川
ほそかわ

重賢
しげかた
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問 5 

平成
へいせい

の名水
めいすい

百選
ひゃくせん

「金峰山湧水群
きんぼうざんゆうすいぐん

」の１つで、宮本
みやもと

武蔵
む さ し

が五輪書
ごりんのしょ

を書
か

いた霊巌洞
れいがんどう

があるのは、次
つぎ

のうちどれで

しょう。 

 ア 雲巌禅寺
うんがんぜんじ

  イ 本妙寺
ほんみょうじ

  ウ 天
てん

福寺
ぷ く じ

  エ 瑞
ずい

巌寺
が ん じ

  オ 三
さん

賢堂
けんどう

 

 

 

問 6 

次
つぎ

のうち、金峰山湧水群
きんぼうざんゆうすいぐん

の１つ「成道寺
じょうどうじ

」に関
かん

することを詠
よ

んだ句
く

はどれでしょう。 

 ア 浮草
うきくさ

の寄
よ

する汀
なぎさ

や 阿蘇
あ そ

は雪
ゆき

   イ 湧
わ

くからに流
なが

るるからに 春
はる

の水
みず

 

 ウ 寺
てら

の庭
にわ

どこまでが庭
にわ

 石蕗
つ わ

の花
はな

   エ 朝
あさ

蝉
ぜみ

や水輪
み な わ

百千
ひゃくせん

みな清水
し み ず

 

 オ 麦
むぎ

の芽
め

に艪
ろ

の音
おと

おこり遠
とお

ざかる 

 

 

問 7 

熊本市
くまもとし

では、熊本
くまもと

で古
ふる

くから栽培
さいばい

されてきたものや、地名
ち め い

や歴史
れ き し

にちなむものなど「ひご野菜
や さ い

」として 

15品目
ひんもく

を指定
し て い

しています。ひご野菜
や さ い

の名前
な ま え

で「水前寺
すいぜんじ

   」とならないものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア のり  イ せり  ウ もやし  エ 菜
な

  オ ねぎ 

 

 

問 8  

熊本
くまもと

の水
みず

の素晴
す ば

らしさを国内外
こくないがい

の方
かた

に知
し

ってもらうため、熊本市
くまもとし

の地下水
ち か す い

をペットボトルに詰
つ

めた熊本市
くまもとし

オフィシャルウォーターがあります。その名称
めいしょう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 熊本
くまもと

天然水
てんねんすい

  イ 熊本
くまもと

水
みず

物語
ものがたり

  ウ 熊本
くまもと

の銘水
めいすい

  エ 阿蘇
あ そ

の恵
めぐ

みの水
みず

  オ 熊本
くまもと

水
みず

の恵
めぐ

み 

 

 

問９ 

江津湖
え づ こ

に関
かん

する説明
せつめい

で、誤
あやま

っているものはどれでしょう。 

 ア 江津湖
え づ こ

の湖面
こ め ん

の面積
めんせき

は、熊本
くまもと

城
じょう

の敷地
し き ち

面積
めんせき

（約
やく

98ヘクタール）よりも大
おお

きい 

 イ 上江津湖
か み え づ こ

には国指定
くにしてい

の天然記念物
てんねんきねんぶつ

になった場所
ば し ょ

がある 

 ウ 加藤清正
かとうきよまさ

によって作
つく

られた人工湖
じんこうこ

といわれている 

 エ 日
にち

量
りょう

約
やく

40万
まん

トンの湧水量
ゆうすいりょう

がある 

 オ 約
やく

600種
しゅ

もの動植物
どうしょくぶつ

が生息
せいそく

している 
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問 10 

熊本藩
くまもとはん

の医学校
いがっこう

・再春館
さいしゅんかん

の医師
い し

・村井家
む ら い け

の別荘
べっそう

であり、江戸
え ど

時代
じ だ い

後期
こ う き

に「日本
に ほ ん

外史
が い し

」を著
あらわ

した頼
らい

山陽
さんよう

が訪
おとず

れ

て庭造
にわづく

りを手伝
て つ だ

わされたという名庭
めいてい

がある庭園
ていえん

はどれでしょう。 

ア 叢
そう

桂
けい

園
えん

  イ 採釣園
さいちょうえん

  ウ 神
しん

水
すい

苑
えん

  エ 釣耕園
ちょうこうえん

  オ 百花園
ひゃっかえん

 

 

 

問 11 

熊本
くまもと

市立
し り つ

河内
か わ ち

中学
ちゅうがっ

校
こう

の北
きた

にあり、樹齢
じゅれい

600年
ねん

というイチョウの根
ね

元
もと

から水
みず

が湧
わ

き出
だ

している湧
ゆう

水
すい

地
ち

は次
つぎ

のう

ちどれでしょう。 

ア 上川床
かみかわどこ

の湧水
ゆうすい

  イ 鳴岩
な り わ

の湧水
ゆうすい

  ウ 桜井
さくらい

硯
すずり

の池
いけ

  エ 天水
てんすい

湖
こ

  オ 鑪
たたら

水
みず

 

 

 

問 12 

水
みず

に関
かん

する行事
ぎょうじ

と季節
き せ つ

の組
く

み合
あ

わせで誤
あやま

っているものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 10月
がつ

 ― みずあかり    イ ７月
がつ

 ― 川
かわ

祭
まつ

り   ウ ２月
がつ

 ― 本妙寺
ほんみょうじ

の水
すい

行式
ぎょうしき

 

エ ８月
がつ

 ― 川尻
かわしり

の精霊流
しょうろうなが

し  オ ４月
がつ

 ― 観月会
かんげつかい

 

 

 

問 13 

左手
ひだりて

に鯛
たい

、右手
み ぎ て

に釣
つり

竿
ざお

を持
も

つ姿
すがた

が一般的
いっぱんてき

な神様
かみさま

で、豊漁
ほうりょう

・豊作
ほうさく

と航行
こうこう

の安全
あんぜん

を願
ねが

って、市内
し な い

各地
か く ち

でお祭
まつ

りが

行
おこな

われます。このお祭
まつ

りは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 布袋
ほ て い

まつり  イ 恵比寿
え び す

まつり  ウ 寿老人
じゅろうじん

まつり  エ 大黒天
だいこくてん

まつり  オ 弁財天
べんざいてん

まつり 

 

 

問 14 

加藤清正
かとうきよまさ

が造
つく

った堤
つつみ

が 1796年
ねん

（寛政
かんせい

８年
ねん

）６月
がつ

の白川
しらかわ

大洪水
だいこうずい

で決壊
けっかい

したことから、８代
だい

藩主
はんしゅ

・細川
ほそかわ

斉茲
なりしげ

が新
あら

たな堤防
ていぼう

を短期間
たんきかん

で完成
かんせい

させました。バス停留所
ていりゅうじょ

にも名前
な ま え

が残
のこ

っているこの堤防
ていぼう

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 清
きよ

正堤
まさづつみ

  イ 斉茲堤
なりしげづつみ

  ウ 一夜塘
いちやども

  エ 銭塘
ぜんども

  オ 江津塘
え づ ど も

 

 

 

問 15 

江津湖
え づ こ

には多様
た よ う

な動植物
どうしょくぶつ

が生息
せいそく

していますが、人間
にんげん

の活動
かつどう

によって持
も

ち込
こ

まれた外国
がいこく

の生物
せいぶつ

（外
がい

来生物
らいせいぶつ

）に

よって生態
せいたい

系
けい

への悪
あく

影響
えいきょう

が心配
しんぱい

されています。次
つぎ

のうち外来生物
がいらいせいぶつ

でないものはどれでしょう。 

 ア オヤニラミ  イ オオクチバス  ウ カダヤシ  エ オオフサモ  オ ボタンウキクサ 
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問 16 

「安々
やすやす

と海鼠
な ま こ

の如
ごと

き子
こ

を産
う

めり」この句
く

と関係
かんけい

のある井戸
い ど

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 井上
いのうえ

毅
こわし

の井戸
い ど

   イ 漱
そう

石
せき

の井戸
い ど

  ウ 山頭
さんとう

火
か

の井戸
い ど

（壺
つぼ

井
い

の井戸
い ど

） 

 エ 横井
よ こ い

小楠
しょうなん

の井戸
い ど

  オ 桧垣
ひ が き

の井戸
い ど

 

 

 

問 17 

６世紀
せ い き

に、八幡神
はちまんじん

がこの地
ち

に出現
しゅつげん

し、自
みずか

らが応
おう

神
じん

天皇
てんのう

の生
う

まれ変
か

わりであることを告
つ

げたという伝説
でんせつ

が残
のこ

る

湧水地
ゆうすいち

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 池
いけ

の川
かわ

水源
すいげん

  イ 御手洗
み た ら い

さん  ウ 小野
お の

の泉水
せんすい

公園
こうえん

  エ お手水
ちょうず

  オ 菱形
ひしがた

の池
いけ

 

 

 

問 18 

大正
たいしょう

13年
ねん

に給水
きゅうすい

を始
はじ

めた八景水谷
は け の み や

水源地
す い げん ち

には、当時
と う じ

の送水
そうすい

ポンプ場
じょう

の建物
たてもの

が昔
むかし

のままの姿
すがた

で残
のこ

っています。

国
くに

の有形
ゆうけい

文化財
ぶ ん かざ い

に登録
とうろく

されているこの建物
たてもの

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 水道
すいどう

記念館
き ねん か ん

  イ 水道
すいどう

送水館
そうすいかん

  ウ 水道
すいどう

博物館
はくぶつかん

  エ 水道
すいどう

技術館
ぎじゅつかん

  オ 水
みず

の科学館
か がく か ん

 

 

 

問 19 

次
つぎ

の河川
か せ ん

の中
なか

で、有明海
ありあけかい

まで注
そそ

いでいる川
かわ

の名称
めいしょう

はどれでしょう。 

 ア 井
い

芹川
せりがわ

  イ 西浦川
にしうらがわ

  ウ 浜
はま

戸川
ど が わ

  エ 坪
つぼ

井川
い が わ

  オ 加勢
か せ

川
がわ

 

 

 

問 20 

次
つぎ

の説明
せつめい

文の ① 、 ② に入
はい

る言葉
こ と ば

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせのものはどれでしょう。 

「有明海
ありあけかい

には、豊
ゆた

かな生態
せいたい

系
けい

を育
はぐく

む ① があり、これは全国
ぜんこく

の約
やく

 ② 割
わり

を占
し

めるとされています。」 

 ア ①養 殖 場
ようしょくじょう

 ②４  イ ①養 殖 場
ようしょくじょう

 ②６  ウ ①干潟
ひ が た

 ②４  

 エ ①干潟
ひ が た

 ②６    オ ①漁場
ぎょじょう

 ②６ 
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問 21 

熊本
くまもと

では、加藤清正
かとうきよまさ

が朝鮮
ちょうせん

から製法
せいほう

を持
も

ち帰
かえ

ったとされる赤酒
あかざけ

が多
おお

くつくられていました。後世
こうせい

になって「あ

る出来事
で き ご と

」をきっかけの１つとして、ほかの地域
ち い き

から清酒
せいしゅ

が入
はい

ってくるようになり、熊本
くまもと

でも清酒
せいしゅ

がつくられ

るようになりました。この「ある出来事
で き ご と

」とは、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 島原
しまばら

・天草
あまくさ

一揆
い っ き

  イ 享保
きょうほう

の改革
かいかく

  ウ ペリー来航
らいこう

  エ 西南
せいなん

戦争
せんそう

  オ 日清
にっしん

戦争
せんそう

 

 

 

問 22 

熊本城
くまもとじょう

を見学
けんがく

したあと、市電
し で ん

に乗
の

って水前寺
すいぜんじ

成趣園
じょうじゅえん

に向
む

かうことにしました。白川
しらかわ

にかかる橋
はし

を渡
わた

るときに、

進行
しんこう

方向
ほうこう

に向
む

かって右側
みぎがわ

、一番
いちばん

手前
て ま え

に見
み

える橋
はし

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 泰平
たいへい

橋
ばし

  イ 銀座
ぎ ん ざ

橋
ばし

  ウ 安 巳
あんせい（やすみ）

橋
ばし

  エ 大甲
たいこう

橋
ばし

  オ 明午
め い ご

橋
ばし

 

 

 

問 23 

江津湖畔
え づ こ は ん

には数多
かずおお

くの句碑
く ひ

があります。熊本
くまもと

県
けん

近代
きんだい

文学館
ぶんがくかん

の裏
うら

の遊歩
ゆ う ほ

道
どう

を流
なが

れに沿
そ

って歩
ある

くと、左手側
ひだりてがわ

に芭蕉
ばしょう

林
りん

があり、「 縦 横
じゅうおう（たてよこ）

に水
みず

のながれや芭蕉
ばしょう

林
りん

」と書
か

かれた句
く

碑
ひ

があります。この句
く

を詠
よ

んだのは次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょう。 

 ア 夏目漱
なつめそう

石
せき

  イ 高浜
たかはま

虚子
き ょ し

  ウ 安永
やすなが

蕗子
ふ き こ

  エ 中村
なかむら

汀女
ていじょ

  オ 宗
そう

不旱
ふ か ん

 

 

 

問 24 

平成
へいせい

の名水
めいすい

百選
ひゃくせん

「金峰山
きんぼうざん

湧水群
ゆうすいぐん

」の中
なか

でも、特
とく

に島崎
しまさき

と花園
はなぞの

は湧水地
ゆうすいち

が多
おお

い地区
ち く

です。次
つぎ

のうち花園
はなぞの

地区
ち く

の

湧水地
ゆうすいち

でないのはどれでしょう。 

ア 天
てん

福寺
ぷ く じ

  イ 延命
えんめい

水
すい

  ウ 鳴岩
な り わ

の湧水
ゆうすい

  エ 前川
まえかわ

の井
い

川端
がんはた

  オ お手水
ちょうず

 

 

 

問 25 

地下水
ち か す い

に恵まれた
めぐ

熊本
くまもと

は、温泉
おんせん

にも恵
めぐ

まれています。「温泉
おんせん

」とは、地中
ちちゅう

から湧出
ゆうしゅつ

する温水
おんすい

、鉱水
こうすい

及
およ

び水蒸気
すいじょうき

その他
た

のガスで、湧出
ゆうしゅつ

する温度
お ん ど

が   ℃以上
いじょう

、または特定
とくてい

の物質
ぶっしつ

を一定
いってい

以上
いじょう

含
ふく

んでいるもののことです

（温泉
おんせん

法
ほう

）。   に入
はい

る数
すう

字
じ

はどれでしょう。 

 ア １８  イ ２５  ウ ３７  エ ４２  オ ５０ 
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問 26 

水
みず

の説明
せつめい

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 地球
ちきゅう

が誕
たん

生
じょう

したおよそ45億
おく

年前
ねんまえ

には、地表
ちひょう

に海
うみ

が存在
そんざい

した 

 イ 地球
ちきゅう

上
じょう

の水
みず

の総量
そうりょう

はおよそ４億
おく

立方
りっぽう

メートルである 

 ウ 水
みず

の総量
そうりょう

のうち、淡水
たんすい

はおよそ2.5％程度
て い ど

である 

 エ 地球上
ちきゅうじょう

に存在
そんざい

する水
みず

の量
りょう

は地下水
ち か す い

が一番
いちばん

多
おお

い 

 オ 地球
ちきゅう

上
じょう

の水
みず

の総量
そうりょう

は10億
おく

年前
ねんまえ

よりも1.5倍
ばい

に増
ふ

えている 

 

 

問 27 

次
つぎ

の説明
せつめい

文の ① 、 ② 、 ③ に入
はい

る言葉
こ と ば

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。 

「地球
ちきゅう

上
じょう

の水
みず

は、太陽
たいよう

エネルギーを吸 収
きゅうしゅう

して海
うみ

などから蒸発
じょうはつ

し、大気中
たいきちゅう

で雲
くも

となり、雨
あめ

や雪
ゆき

となって地表
ちひょう

に降
ふ

り、川
かわ

を下
くだ

って海
うみ

へそそぎ、再
ふたた

び海
うみ

などから蒸発
じょうはつ

します。このような水
みず

の旅
たび

を ① といいます。地球
ちきゅう

上
じょう

の水蒸気
すいじょうき

の約
やく

85％は ② から、残
のこ

り約
やく

15％は ③ などから蒸発
じょうはつ

します。」 

 ア ①水紀行
みずきこう

 ②河川
か せ ん

・湖沼
こしょう

 ③海
うみ

  イ ①水紀行
みずきこう

 ②海
うみ

 ③陸地
り く ち

  ウ ①水循環
みずじゅんかん

 ②海
うみ

 ③河川
か せ ん

・湖沼
こしょう

 

エ ①水循環
みずじゅんかん

 ②海
うみ

 ③陸地
り く ち

     オ ①水循環
みずじゅんかん

 ②陸地
り く ち

 ③海
うみ

 

 

 

問 28 

次
つぎ

の説明
せつめい

文
ぶん

の ① 、 ② 、 ③ に入
はい

る言葉
こ と ば

で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。 

「上空
じょうくう

で水蒸気
すいじょうき

が水滴
すいてき

となり、氷
こおり

の粒
つぶ

となって大
おお

きくなり下
した

へ落
お

ちてきます。日本
に ほ ん

では、直径
ちょっけい

5 ミリメー

トル未満
み ま ん

の氷
こおり

の粒
つぶ

を ① 、５ミリメートル以上
いじょう

の氷
こおり

の粒
つぶ

を ② とよんでいます。 ② は、大気
た い き

の状態
じょうたい

が不安定
ふあんてい

になりやすい、 ③ に発生
はっせい

しやすいです。」 

 ア ①霰
あられ

 ②雹
ひょう

 ③夏
なつ

  イ ①雹
ひょう

 ②霰
あられ

 ③冬
ふゆ

  ウ ①霧
きり

 ②霰
あられ

 ③秋
あき

 

 エ ①霧
きり

 ②雹
ひょう

 ③冬
ふゆ

   オ ①靄
もや

 ②雹
ひょう

 ③夏
なつ
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問 29 

次
つぎ

の説明文
せつめいぶん

の ① 、 ② 、 ③ にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。 

「私
わたし

たちの暮
く

らす地
じ

面
めん

付
ふ

近
きん

の大
たい

気
き

圧
あつ

（おおよそ１気圧
き あ つ

）のもとで、水
みず

は通常
つうじょう

０℃で凍
こお

り、100℃で沸騰
ふっとう

しま

す。高
たか

い山
やま

に登
のぼ

ると水
みず

の沸
ふっ

点
てん

は 100℃より ① 。また、圧力
あつりょく

鍋
なべ

を使
つか

うと鍋
なべ

の中
なか

での水
みず

の沸点
ふってん

は 100℃よ

り ② 。水
みず

の特徴
とくちょう

として、約
やく

４℃のとき密度
み つ ど

が ③ になります。」 

 ア ①高い
たか

 ②低い
ひく

 ③最大
さいだい

   イ ①低い
ひく

 ②高い
たか

 ③最大
さいだい

  ウ ①高い
たか

 ②低い
ひく

 ③最小
さいしょう

 

エ ①低い
ひく

 ②高い
たか

 ③最小
さいしょう

  オ ①高い
たか

 ②高い
たか

 ③最小
さいしょう

 

 

 

問 30 

18世紀
せ い き

後半
こうはん

に水
みず

が水素
す い そ

と酸素
さ ん そ

でできていることを発見
はっけん

したイギリスの物理
ぶ つ り

学者
がくしゃ

は次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょう。 

 ア ニュートン  イ ラボアジェ  ウ ケプラー  エ オバーリン  オ キャベンディッシュ  

 

 

問 31 

人間
にんげん

の身体
しんたい

の３分
ぶん

の２は水
みず

でできており、血液
けつえき

を腎臓
じんぞう

でろ過
か

することで、そのほとんどの水分
すいぶん

をきれいにし、

再利用
さいりよう

しています。では腎臓
じんぞう

を１日
にち

に通過
つ う か

する水
すい

分量
ぶんりょう

はおよそどれくらいでしょう。 

 ア およそ1.5リットル  イ およそ３リットル  ウ およそ15リットル 

エ およそ30リットル  オ およそ150リットル 

 

 

問 32 

人口
じんこう

１人
ひ と り

当
あ

たりの水資源量
みずしげんりょう

が一番
いちばん

多
おお

いのは、次
つぎ

のうちどれでしょう。 

※水
みず

資源量
しげんりょう

とは、年間
ねんかん

降水量
こうすいりょう

から年間
ねんかん

蒸 発
じょうはつ

量
りょう

を引
ひ

き、国土
こくど

面積
めんせき

をかけたもので、国
くに

をまたがる河川
かせん

の流 入
りゅうにゅう

や

流 出
りゅうしゅつ

も足
た

し引
ひ

きしている量
りょう

のこと。 

 ア 日本
に ほ ん

  イ 中国
ちゅうごく

  ウ アメリカ  エ カナダ  オ オーストラリア 

 

 

問 33 

私
わたし

たちは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

においても、農産物
のうさんぶつ

や工業
こうぎょう

製品
せいひん

を作
つく

る上
うえ

でも、多
おお

くの水
みず

を使
つか

っています。熊本市
くまもとし

で使
つか

わ

れる水
みず

の使用量
しようりょう

が多
おお

い順番
じゅんばん

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 工業
こうぎょう

用水
ようすい

、農業
のうぎょう

用水
ようすい

、生活
せいかつ

用水
ようすい

  イ 工業
こうぎょう

用水
ようすい

、生活
せいかつ

用水
ようすい

、農業
のうぎょう

用水
ようすい

 

 ウ 農業
のうぎょう

用水
ようすい

、工業
こうぎょう

用水
ようすい

、生活
せいかつ

用水
ようすい

  エ 農業
のうぎょう

用水
ようすい

、生活
せいかつ

用水
ようすい

、工業
こうぎょう

用水
ようすい

 

 オ 生活
せいかつ

用水
ようすい

、工業
こうぎょう

用水
ようすい

、農業
のうぎょう

用水
ようすい
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問 34 

古代
こ だ い

から中世
ちゅうせい

までの水道
すいどう

は、単
たん

に飲
いん

料
りょう

に適
てき

した水
みず

を高
こう

低
てい

差
さ

によって導水
どうすい

・配水
はいすい

するものでしたが、１８０４

年
ねん

、水
みず

の汚
よご

れをとったり、ポンプで送
おく

ったりする水道
すいどう

が、ある国
くに

で始
はじ

まりました。この国
くに

は次
つぎ

のうちどれでし

ょう。 

 ア イギリス  イ フランス  ウ ドイツ  エ 日本
に ほ ん

  オ イタリア 

 

 

問 35 

水道水
すいどうすい

は 51項目
こうもく

（平成
へいせい

2７年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

）の水質
すいしつ

基準
きじゅん

が定
さだ

められていますが、市販
し は ん

のミネラルウォー 

ターには何項目
なんこうもく

の基準
きじゅん

が定
さだ

められているでしょう。 

ア 18項目
こうもく

  イ 34項目
こうもく

  ウ 50項目
こうもく

  エ 66項目
こうもく

  オ 82項目
こうもく

 

 

 

問 36 

健軍
けんぐん

水源
すいげん

地
ち

は熊本市
くまもとし

の最大
さいだい

の水源
すいげん

地
ち

です。熊本市
くまもとし

の１日
にち

の上水
じょうすい

道使
ど う し

用量
ようりょう

のうち、約
やく

４分
ぶん

の１にあたる量
りょう

を

供 給
きょうきゅう

しています。その量
りょう

として正
ただ

しいのは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

※プール1杯分
ぱいぶん

は、長さ25メートル×幅15メートル×水深１メートルで計算
けいさん

しています。 

 ア 約
やく

３万
まん

トン（プール約80杯分）   イ 約
やく

６万
まん

トン（プール約160杯分） 

ウ 約
やく

９万
まん

トン（プール約240杯分）   エ 約
やく

12万
まん

トン（プール約320杯分） 

オ 約
やく

15万
まん

トン（プール約400杯分） 

 

 

問 37 

熊本市
くまもとし

で震度
し ん ど

６弱
じゃく

の地震
じ し ん

が起
お

こった場合
ば あ い

、配水池
はいすいち

の緊
きん

急遮断
きゅうしゃだん

弁
べん

が作動
さ ど う

し、災害
さいがい

対策
たいさく

用
よう

貯水
ちょすい

施設
し せ つ

として水
みず

を

確保
か く ほ

できるようになっています。しかし、皆
みな

さんのご家庭
か て い

でも「いざというとき」の備
そな

えは大
たい

切
せつ

です。地震
じ し ん

や

台風
たいふう

など災害
さいがい

対策
たいさく

の備
そな

えとして、すすめられている水
みず

の備蓄量
びちくりょう

は次
つぎ

のうちどれくらいでしょう。 

 ア １日
にち

１リットル×家族
か ぞ く

の人数
にんずう

×１日
いちにち

分
ぶん

  イ １日
にち

２リットル×家族
か ぞ く

の人数
にんずう

×２日
ふ つ か

分
ぶん

 

 ウ １日
にち

３リットル×家族
か ぞ く

の人数
にんずう

×３日
み っ か

分
ぶん

  エ １日
にち

４リットル×家族
か ぞ く

の人数
にんずう

×４日
よ っ か

分
ぶん

 

 オ １日
にち

５リットル×家族
か ぞ く

の人数
にんずう

×５日
い つ か

分
ぶん
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問 38 

熊本市
くまもとし

の浄化
じょうか

センター（下水道
げすいどう

の処理
し ょ り

施設
し せ つ

）では、家庭
か て い

などから出
で

た汚
よご

れた水
みず

をきれいな水
みず

にして川
かわ

や海
うみ

に流
なが

しています。熊本市
くまもとし

の浄化
じょうか

センターで主
おも

に用
もち

いられている、汚
よご

れた水
みず

をきれいにする方法
ほうほう

は次
つぎ

のうちどれでし

ょう。 

 ア 化学
か が く

薬品
やくひん

による浄化
じょうか

  イ 微生物
びせいぶつ

による浄化
じょうか

  ウ ろ過
か

による浄化
じょうか

 

 エ 光
ひかり

触媒
しょくばい

による浄化
じょうか

  オ 煮沸
しゃふつ

による浄化
じょうか

 

 

 

問 39 

熊本
くまもと

地域
ち い き

の地下水
ち か す い

に関
かん

する特
とく

徴
ちょう

として、正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 熊本
くまもと

地域
ち い き

の広
ひろ

い範
はん

囲
い

で、地下水
ち か す い

盆
ぼん

といわれる地下水
ち か す い

の受
う

け皿
ざら

となる岩盤
がんばん

がある 

 イ 阿蘇山
あ そ さ ん

の平均
へいきん

降水量
こうすいりょう

より、熊本市
くまもとし

の平均
へいきん

降水量
こうすいりょう

が多
おお

い 

 ウ 白川
しらかわ

中 流 域
ちゅうりゅういき

では粘土層
ねんどそう

により、浅
あさ

い地下水
ち か す い

と深
ふか

い地下水
ち か す い

の二階建
に か い だ

て構造
こうぞう

になっている 

 エ 熊本市
くまもとし

の水道水
すいどうすい

は、二階建
に か い だ

て構造
こうぞう

の地下水
ち か す い

のうち、主
おも

に浅
あさ

い地下水
ち か す い

を水源
すいげん

にしている 

 オ 基盤岩
きばんがん

の中
なか

に広
ひろ

がる砥川溶岩
とがわようがん

は多孔質
たこうしつ

で、多
おお

くの地下水
ち か す い

が蓄
たくわ

えられる 

 

 

問 40 

熊本
くまもと

地域
ち い き

で「ザル 田
でん（た）

」と呼
よ

ばれている水田
すいでん

に関
かん

する説明
せつめい

として正
ただ

しいのは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 江津湖
え づ こ

の西側
にしがわ

に開
ひら

かれた水田
すいでん

地帯
ち た い

のこと 

イ 他
ほか

の水田
すいでん

より数倍
すうばい

も地下
ち か

に水
みず

がしみ込
こ

みやすいという特徴
とくちょう

がある水田
すいでん

のこと 

ウ 開墾
かいこん

の祝
いわ

いに加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

が授
さず

けた道
どう

具
ぐ

に由来
ゆ ら い

して名
な

づけられた水田
すいでん

のこと 

エ 干拓地
か んた く ち

に開
ひら

かれた水田
すいでん

地帯
ち た い

のこと 

オ 植
う

えた稲
いね

の様
よう

子
す

がザルの網
あみ

目
め

のように見
み

える水田
すいでん

のこと 
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問 41 

熊本市
くまもとし

では 20 か所
しょ

で地下水
ち か す い

位
い

の観
かん

測
そく

を行
おこな

っています。熊本
くまもと

地域
ち い き

の地下
ち か

水位
す い い

は季節
き せ つ

変動
へんどう

しますが、熊本市
くまもとし

の

地下水
ち か す い

観測局
かんそくきょく

の１つ、戸島
と し ま

観測局
かんそくきょく

（日向
ひ む き

東
ひがし

）での１年
ねん

の水位
す い い

の変化
へ ん か

の組
く

み合
あ

わせとして、正
ただ

しいものは次
つぎ

の

うちどれでしょう。 

ア 最高
さいこう

が２月
がつ

頃
ごろ

 最低
さいてい

が９月
がつ

頃
ごろ

  イ 最高
さいこう

が６月
がつ

頃
ごろ

 最低
さいてい

が９月
がつ

頃
ごろ

 

 ウ 最高
さいこう

が６月
がつ

頃
ごろ

 最低
さいてい

が５月
がつ

頃
ごろ

  エ 最高
さいこう

が10月
がつ

頃
ごろ

 最低
さいてい

が５月
がつ

頃
ごろ

 

 オ 最高
さいこう

が10月
がつ

頃
ごろ

 最低
さいてい

が２月
がつ

頃
ごろ

 

 

 

問 42 

熊本市
くまもとし

の地下水
ち か す い

の量
りょう

に関
かん

する説明
せつめい

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 熊本市
くまもとし

の地下水
ち か す い

汲
く

み上
あ

げ量
りょう

は企業
きぎょう

の工場
こうじょう

進出
しんしゅつ

などが増
ふ

えたため、平
へい

成
せい

16年
ねん

頃
ごろ

と比
くら

べて増
ふ

え 

続
つづ

けている 

イ 水前寺
す いぜ ん じ

観測局
かんそくきょく

の地下
ち か

水位
す い い

は熊本
くまもと

地域
ち い き

の降水量
こうすいりょう

が減
へ

ったため、平
へい

成
せい

16年
ねん

頃
ごろ

から減
へ

り続
つづ

けている 

ウ 海岸
かいがん

に近
ちか

い飽田
あ き た

観測局
かんそくきょく

の地下
ち か

水位
す い い

は観測
かんそく

開始
か い し

から徐々
じょじょ

に上 昇
じょうしょう

傾向
けいこう

にあり、これは地下
ち か

水
すい

の汲
く

み 

上
あ

げ量
りょう

が減
へ

ったことも１つの要
よう

因
いん

と考
かんが

えられている 

エ 白川中流域
しらかわちゅうりゅういき

に近
ちか

い戸島
と し ま

観測局
かんそくきょく

（日向
ひ む き

東
ひがし

）の地下
ち か

水位
す い い

は水田
すいでん

の影響
えいきょう

もあり、観測
かんそく

開始
か い し

から増
ふ

え 

続
つづ

けている 

オ 水前寺
す いぜ ん じ

江津湖
え づ こ

の湧水量
ゆうすいりょう

は昭和
しょうわ

35年頃
ねんごろ

と比
くら

べて４分
ぶん

の１になっている 

 

 

問 43  

熊本
くまもと

地域
ち い き

の地下水
ち か す い

の量
りょう

が減少
げんしょう

している主
おも

な原因
げんいん

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 阿蘇
あ そ

の火山
か ざ ん

活動
かつどう

が活発化
かっぱつか

し、地下水
ち か す い

の流
なが

れが変化
へ ん か

しているため 

 イ 用水路
ようすいろ

の老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいるため 

ウ 地下水
ち か す い

の汲
く

み上
あ

げ量
りょう

が年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しているため 

 エ 都市化
と し か

の進展
しんてん

などにより建物
たてもの

や舗装
ほ そ う

道路
ど う ろ

が増
ふ

え、地下水
ち か す い

かん養域
よういき

が減少
げんしょう

しているため 

 オ 工場
こうじょう

設備
せ つ び

の最新化
さいしんか

により、冷却
れいきゃく

水
すい

が多量
たりょう

に必要
ひつよう

になったため 
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問 44 

熊本市
くまもとし

は地下
ち か

水量
すいりょう

保全
ほ ぜ ん

のためにさまざまなことに取
と

り組
く

んでいます。熊本市
くまもとし

の取
と

り組
く

みに当
あ

てはまらないの

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 転作
てんさく

田
でん

を活用
かつよう

した湛
たん

水
すい

（水張
み ず は

り）の助成
じょせい

  イ 雨水
う す い

浸透
しんとう

ます施設
し せ つ

設置
せ っ ち

の助成
じょせい

   

 ウ 節水
せっすい

市民
し み ん

運動
うんどう

の実施
じ っ し

  エ 水
すい

田
でん

オーナー制度
せ い ど

の実施
じ っ し

  オ 雨水
う す い

貯留
ちょりゅう

タンク設置
せ っ ち

の助成
じょせい

 

 

 

問 45 

熊本市
くまもとし

の地下水
ち か す い

の水質
すいしつ

に関
かん

する説明
せつめい

として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

ア 一部
い ち ぶ

の地域
ち い き

で地下水
ち か す い

汚染
お せ ん

が見
み

られるが、環境
かんきょう

基準
きじゅん

を超
こ

えているところはない 

イ 深
ふか

い部
ぶ

分
ぶん

にある地下水
ち か す い

は汚染
お せ ん

されない 

 ウ 工場
こうじょう

などを原因
げんいん

とする地下水
ち か す い

汚染
お せ ん

は改善
かいぜん

されつつある 

 エ 自然
し ぜ ん

由来
ゆ ら い

の地下水
ち か す い

汚染
お せ ん

はない 

 オ 地下水
ち か す い

に含
ふく

まれる硝酸性
しょうさんせい

窒素
ち っ そ

濃度
の う ど

は全体的
ぜんたいてき

に減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある 

 

 

問 46 

熊本市
くまもとし

では農業
のうぎょう

関係
かんけい

団体
だんたい

などと連携
れんけい

し、硝酸性
しょうさんせい

窒素
ち っ そ

削減
さくげん

の取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。この取
と

り組
く

みに当
あ

ては

まらないのは次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 適正
てきせい

な施肥
せ ひ

量
りょう

の推進
すいしん

  イ エコファーマーの推進
すいしん

   ウ 家畜
か ち く

排
はい

せつ物
ぶつ

の適正
てきせい

な処理
し ょ り

の推進
すいしん

 

 エ 良質
りょうしつ

堆肥
た い ひ

の生産
せいさん

と流通
りゅうつう

拡大
かくだい

の推進
すいしん

  オ 汚染
お せ ん

された地下水
ち か す い

の浄化
じょうか

施設
し せ つ

の設置
せ っ ち

 

 

 

問 47 

熊本
くまもと

には、水
みず

や水
みず

文化
ぶ ん か

を守
まも

ったり、水
みず

の魅力
みりょく

を P R
ぴーあーる

する方々
かたがた

がたくさんいます。熊本市
くまもとし

では、こうした人
ひと

た

ちを   の愛称
あいしょう

で登録
とうろく

する制度
せ い ど

があります。この制度
せ い ど

では、熊本
くまもと

の水
みず

文化
ぶ ん か

の継承
けいしょう

・水
みず

環境
かんきょう

保全
ほ ぜ ん

活動
かつどう

の人材
じんざい

の掘
ほ

り起
お

こしや活動
かつどう

の活性化
かっせいか

によって   登録者
とうろくしゃ

の活動
かつどう

の輪
わ

を広
ひろ

げることを目的
もくてき

としています。   に入
はい

る言
こと

葉
ば

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア くまもと水守
みずもり

   イ くまもと水
みず

の民
たみ

   ウ くまもと水
みず

リーダー  

 エ くまもと育
いく

水会
すいかい

  オ わくわく節水
せっすい

倶楽部
く ら ぶ
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問 48 

住民
じゅうみん

・事業者
じぎょうしゃ

・行政
ぎょうせい

などの立場
た ち ば

を越
こ

え、熊本
くまもと

地域
ち い き

全体
ぜんたい

で効果的
こ う かて き

な地下水
ち か す い

保全
ほ ぜ ん

対策
たいさく

を実施
じ っ し

するため、平成
へいせい

24年
ねん

４月
がつ

に発足
ほっそく

した団体
だんたい

は次
つぎ

のうちどれでしょう。 

 ア 水
みず

循環型
じゅんかんがた

営農
えいのう

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

      イ 公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

肥後
ひ ご

の水
みず

とみどりの愛護
あ い ご

基金
き き ん

 

 ウ 公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

くまもと地下水
ち か す い

財団
ざいだん

  エ 公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

熊本市
くまもとし

水道
すいどう

サービス公社
こうしゃ

 

 オ 公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

熊本県
くまもとけん

浄化槽
じょうかそう

協会
きょうかい

 

 

 

問 49 

平
へい

成
せい

26年度
ね ん ど

に施
し

行
こう

された「水循環
みずじゅんかん

基本
き ほ ん

法
ほう

」は、健全
けんぜん

な水循環
みずじゅんかん

の維持
い じ

・回復
かいふく

のための政策
せいさく

を包括的
ほうかつてき

に推進
すいしん

す

ることなどを目的
もくてき

としています。この法律
ほうりつ

で、「健全
けんぜん

な水循環
みずじゅんかん

の重要性
じゅうようせい

について国民
こくみん

の理解
り か い

と関心
かんしん

を深
ふか

める日
ひ

」

として定
さだ

められた日本
に ほ ん

の「水
みず

の日
ひ

」はいつでしょう。 

 ア ３月
がつ

２日
にち

  イ ３月
がつ

22日
にち

  ウ ７月
がつ

１日
にち

  エ ８月
がつ

１日
にち

  オ 12月
がつ

３日
にち

 

 

 

問 50 

熊本
くまもと

県
けん

では、豊
ゆた

かできれいな地下水
ち か す い

や自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

を守
まも

るため、土
つち

づくりを基本
き ほ ん

に、化学
か が く

肥料
ひりょう

や化学
か が く

合成
ごうせい

農薬
のうやく

を

慣行
かんこう

栽培
さいばい

より減
へ

らした、環境
かんきょう

にやさしい農業
のうぎょう

を推進
すいしん

しています。この環境
かんきょう

にやさしい農業
のうぎょう

のことは何
なん

と呼
よ

ばれているでしょう。 

 ア くまもと地下水
ち か す い

を守
まも

る農業
のうぎょう

  イ くまもと地下水
ち か す い

と土
つち

を育
はぐく

む農業
のうぎょう

 

 ウ くまもと水
みず

と緑
みどり

の農業
のうぎょう

  エ くまもとグリーン農業
のうぎょう

  オ くまもとグランドウォーター農業
のうぎょう
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